
 

 



○令和７年度　北海道社会貢献賞 

 

＜水産業関係功労者＞ 

・海難救助功労者  

対　　象 表　彰　の　基　準 本年度受賞者

永年勤続模範所員
  所員として３０年以上勤続し、その功績が他の模範

１５名
と認められるもの。

     

・漁船事故防止功労者                                                        
対　　象 表　彰　の　基　準 本年度受賞者

  漁船保険組合、 　漁船保険組合、漁業協同組合の役職員で、おおむね
 漁業協同組合等の １０年以上その職にあり漁船の事故防止に尽力し、功 １名

役職員 績が顕著なもの。

 

＜林業関係功労者＞ 

・森を守り緑に親しむ功労者 

対　　象 表　彰　の　基　準 本年度受賞者
 　長年にわたり緑化の推進・指導、森林の環境教育及

１名
 

個人、団体 び森林の保全などに尽力し、若しくは貢献しその功績
５団体

 
が極めて顕著であり他の模範となるもの。

 
 

 

○令和７年度　北海道産業貢献賞 

 

＜水産業関係功労者＞ 

・水産団体等功労者  
対　　象 表　彰　の　基　準 本年度受賞者

優良水産業協同組
　組合等の役員として忠実に義務を履行し、組合等の  

合等功労者
 本来の事業運営の向上に貢献し、その功績がきわめて

１６名

（役員及び職員）
 顕著なもの。組合等の業務に精通し、組合等の運営に

貢献している職員。

 （個人）  

水産業等功労者 　長年にわたり水産業事業に尽力し、若しくは貢献し、 ２名 
又は永年職務に精進され、その功績が極めて顕著であ

って、かつ他の模範となるもの。

海区漁業調整委員
　長年にわたり海区漁業調整委員会、内水面漁場管理  

等功労者
 委員会又は海面利用協議会の委員として在職し、その １名 

功績が顕著なもの。

 

＜林業関係功労者＞ 

・森林づくり功労者                                                                 

対　　象 表　彰　の　基　準 本年度受賞者

 　長年にわたり林業及び木材産業関係事業に尽力し、               
 若しくは貢献し又は永年職務に精進され、その功績が   　　       

個人、団体 極めて顕著であり、他の模範となるもの。 １０名 
　新技術等の開発、利用の促進及び販路拡大などによ

り林業・木材産業の振興に多大な貢献のあったもの。



＜水産業関係功労者＞ ＜林業関係功労者＞

海難救助功労者 森を守り緑に親しむ功労者

洞爺湖町 瀬野尾　恒之 永年勤続 恵庭市 恵庭市立松恵小学校緑の少年団　　

様似町 奥山　雄二 永年勤続

増毛町 工藤　悟 永年勤続

増毛町 太田　勝司 永年勤続 長万部町 松浦　良一

増毛町 櫛引　賢人 永年勤続 旭川市 旭川市を緑にする会

増毛町 松田　泰記 永年勤続 西興部村 上興部林業グループ

増毛町 和田　睦美 永年勤続 大樹町 大樹地区特定林家グループ

礼文町 今野　弘文 永年勤続

礼文町 山田　哲也 永年勤続

斜里町 小川　貢一 永年勤続

釧路町 中居向　政美 永年勤続

釧路町 平川　辰也 永年勤続

釧路町 村井　重 永年勤続

浜中町 小田原　憲一 永年勤続

根室市 小林　昇 永年勤続

漁船事故防止功労者

札幌市
南区

上野　哲郎

○令和７年度　北海道社会貢献賞（水産業・林業関係功労者）

合計　１６名

特定非営利活動法人
ビオトープ・イタンキ in 室蘭

室蘭市

合計　５団体　１名



＜水産業関係功労者＞ ＜林業関係功労者＞

優良水産業協同組合等功労者 森林づくり功労者

石狩市 和田　郁夫 京極町 有末　道弘

小樽市 嶋　秀樹 平取町 佐々　憲一

小樽市 鈴木　昭彦 北斗市 月館　久治

浦河町 小松　伸美 旭川市 竹内　一秋

浦河町 遠山　寛 小平町 落田　勝幸

浦河町 南條　珠一 訓子府町 越高　春男

知内町 西山　武雄 帯広市 伊賀　正

北斗市 品田　靖 音更町 山本　良二

函館市 瀧川　久市 鶴居村 伊藤　順一

小平町 山田　徹 中標津町 伊藤　喜美雄

小平町 布施　利彦

斜里町 蠣崎　優

雄武町 稲船　敏一

豊頃町 中村　純也

厚岸町 稲垣　敏晃

厚岸町 安藤　義秀

水産業等功労者

様似町 伊藤　栄

佐呂間町 住吉　俊文

海区漁業調整委員等功労者

えりも町 佐藤　勝

合計　１９名

合計　１０名

○令和７年度　北海道産業貢献賞（水産業・林業関係功労者）



令和７年度北海道社会貢献賞 ～ 水産林務部関係 
区分 表彰の対象 市町村名 氏名又は団体

ふ り が な

 事  績  の  概  要 備考 

水産業関係
功労者 

海難救助 
功労者 

洞爺湖町 瀬野尾
せ の お

 恒 之
のぶゆき

 
 勤続３０年以上の長期にわたり、救助活動に従事された功績は他所員
の模範とするところです。 

５２歳 

水産業関係
功労者 

海難救助 
功労者 様似町 奥 山

おくやま

 雄 二
ゆ う じ

 
勤続３０年以上の長期にわたり、救助活動に従事された功績は他所員

の模範とするところです。 
６２歳 

水産業関係

功労者 

海難救助 

功労者 増毛町 工 藤
く ど う

   悟
さとる

 
勤続３０年以上の長期にわたり、救助活動に従事された功績は他所員

の模範とするところです。 
６２歳 

水産業関係

功労者 

海難救助 

功労者 増毛町 太 田
お お た

 勝 司
か つ し

 
勤続３０年以上の長期にわたり、救助活動に従事された功績は他所員

の模範とするところです。 
６６歳 

水産業関係
功労者 

海難救助 
功労者 増毛町 櫛 引

くしびき

 賢 人
たかひと

 
勤続３０年以上の長期にわたり、救助活動に従事された功績は他所員

の模範とするところです。 
６４歳 

水産業関係
功労者 

海難救助 
功労者 増毛町 松 田

ま つ だ

 泰 記
た い き

 
勤続３０年以上の長期にわたり、救助活動に従事された功績は他所員

の模範とするところです。 
６７歳 

水産業関係
功労者 

海難救助 
功労者 増毛町 和 田

わ だ

 睦 美
む つ み

 
勤続３０年以上の長期にわたり、救助活動に従事された功績は他所員

の模範とするところです。 
７８歳 

水産業関係
功労者 

海難救助 
功労者 礼文町 今 野

こ ん の

 弘 文
ひろふみ

 
勤続３０年以上の長期にわたり、救助活動に従事された功績は他所員

の模範とするところです。 
７２歳 

水産業関係

功労者 

海難救助 

功労者 礼文町 山 田
や ま だ

 哲 也
て つ や

 
勤続３０年以上の長期にわたり、救助活動に従事された功績は他所員

の模範とするところです。 
５８歳 

水産業関係

功労者 

海難救助 

功労者 斜里町 小 川
お が わ

 貢
こう

 一
い ち

 
勤続３０年以上の長期にわたり、救助活動に従事された功績は他所員

の模範とするところです。 
６４歳 

水産業関係
功労者 

海難救助 
功労者 釧路町 中居

な か い

向
むき

 政 美
ま さ み

 
勤続３０年以上の長期にわたり、救助活動に従事された功績は他所員

の模範とするところです。 
６８歳 

水産業関係
功労者 

海難救助 
功労者 釧路町 平 川

ひらかわ

 辰 也
た つ や

 
勤続３０年以上の長期にわたり、救助活動に従事された功績は他所員

の模範とするところです。 
５７歳 

水産業関係
功労者 

海難救助 
功労者 釧路町 村 井

む ら い

   重
しげる

 
勤続３０年以上の長期にわたり、救助活動に従事された功績は他所員

の模範とするところです。 
６４歳 

水産業関係
功労者 

海難救助 
功労者 浜中町 小田原

お だ わ ら

 憲 一
けんいち

 
勤続３０年以上の長期にわたり、救助活動に従事された功績は他所員

の模範とするところです。 
６９歳 

水産業関係

功労者 

海難救助 

功労者 根室市 小 林
こばやし

   昇
のぼる

 
勤続３０年以上の長期にわたり、救助活動に従事された功績は他所員

の模範とするところです。 
６８歳 

水産業関係
功労者 

漁船事故防止 
功労者 

札幌市 

南区 
上 野
う え の

 哲 郎
てつろう

 

平成１１年８月に北海道機船漁業漁船保険組合に奉職し、平成１５年
６月から引受係長として漁船保険、漁船船主責任保険の契約保険金額の
増額推進及び漁船積荷保険などの未加入保険種類への加入促進に積極的
に取り組み、平成２４年４月には業務課長に就任され、全国的に１００
トン以上の大型漁船の高額な船骸撤去費用の発生事例が続いたことか
ら、これに対応するため漁船船主責任保険の契約保険金額を上限の２０
億円へ引き上げる必要性を加入者に説明し、全船が２０億円の契約を達
成するなど多大な成果を収められております。 
平成２９年４月に漁船保険組合組織の統合により統括部統括課長に就

任し、令和６年４月からは統括部次長として、これまでの当該業務の豊
富な知識と経験を活かし、近年は、事故原因を追究し、事故事例を作成
し事故の未然防止のための訪船指導啓蒙に努めるなど、漁船の海難防止
活動に積極的に取り組んでおり、北海道沖合底曳網漁業の海難事故減少
に大きく寄与され、献身的な努力をされております。 
これらの功績は、極めて顕著で高く評価されるものであり、他の模範

とするところであります 

４９歳 

  



令和７年度北海道社会貢献賞 ～ 水産林務部関係 
区分 表彰の対象 市町村名 氏名又は団体

ふ り が な

 事  績  の  概  要 備考 

林業関係 

功労者 

森を守り緑に 

親しむ功労者 
恵庭市 

恵庭
え に わ

市立
し り つ

 

松恵
ま つ え

小学校
しょうがっこう

 

緑
みどり

の少年団
しょうねんだん

 

恵庭市立松恵小学校緑の少年団は、全児童が協力し自然を守るために
活動することを目的として、昭和６２年に結成されました。 
結成以来、学校敷地やその周辺、さらに恵庭市内の「げんきの森」など

の公園において、植樹・育樹活動や花植え活動を継続的に行い、地域の
緑化活動に大きく貢献されました。 
また、毎年、恵庭市の道の駅において「緑の募金」の街頭募金を行うと

ともに、市外の森での林間学校に参加し、森林調査や森林学習を行うな
ど、児童の資質向上と森林に対する理解を深めました。さらに、活動を
通じて得られた成果を学習発表会で保護者や地域住民に発表し、地域に
おける緑化思想の普及啓発に貢献されています。 
令和３年には本道で開催された「第４４回全国育樹祭」において、育

樹活動の介添えを担い、大会の成功に大きな役割を果たされました。 
これらの功績は、極めて顕著で高く評価されるものであり、他の模範

とするところであります。 

昭和６２年 

５月設立 

林業関係 
功労者 

森を守り緑に 
親しむ功労者 

室蘭市 

特定
とくてい

非
ひ

営利
え い り

 

活動
かつどう

法人
ほうじん

 

ビオトープ・ 

イタンキ in  

室蘭
むろらん

 

ＮＰＯ法人ビオトープ・イタンキ in 室蘭は、平成１７年に特定非営
利活動法人として設立されました。 
平成１８年からイタンキ浜に隣接する潮見公園で本格的にビオトープ

造成に取り組み、多様な水辺環境が形成されました。これにより、水生
昆虫や２２種のトンボが確認され、導入したヘイケボタルが定着するな
ど生物多様性の回復が進み、地域の自然環境再生に顕著な成果をあげら
れています。また、海岸林の再生活動にも力を注ぎ、ミズナラ、アキグ
ミ、カシワ、ミヤマハンノキ、エゾノコリンゴなどを中心に３，０００本
以上を植栽し、森と海のつながりを活かした緑化活動を展開しています。
さらに、自然観察会や体験学習を継続的に実施し、地域住民や子どもた
ちに自然に親しむ機会を提供されました。 
このように、同法人は地域の自然再生と緑化を推進するとともに、環

境教育を通じて次世代に自然を伝える重要な役割を果たされました。 
これらの功績は、極めて顕著で高く評価されるものであり、他の模範

とするところであります。 

平成１７年
１月設立 

林業関係 

功労者 

森を守り緑に 

親しむ功労者 
長万部町 松 浦

まつうら

 良 一
りょういち

 

松浦良一氏は、高校卒業後、父親が経営する林業会社に従事した後、
昭和４７年に独立して会社を設立され、以来５０年以上にわたり、主に
森林組合事業を請け負うなど、長万部町における森林・林業の振興に尽
力されました。平成元年には、長万部町における緑化推進と森林保全活
動推進の充実を目的に、「長万部町緑と樹を愛する会」の設立に携わり、
平成１３年に同会がＮＰＯ法人として認証を受けてからは事務局長を務
め、放置されている森林の整備、緑化活動、啓蒙活動などに積極的に取
り組み、森林づくりの技術者として会の活動を力強く牽引されました。
さらに、平成２１年には北海道指導林家に認定され、林業後継者の育成
や技術の伝承においても指導的な役割を果たされ、若手林業者や地域の
方に対し、現場での指導などを通じて森林の大切さと技術の重要性を伝
え、次世代につながる人材育成及び地域の緑化活動と林業の発展に大き
く貢献されています。 
これらの功績は、極めて顕著で高く評価されるものであり、他の模範

とするところであります。 

７７歳 

林業関係 

功労者 

森を守り緑に 

親しむ功労者 
旭川市 

旭川
あさひかわ

市
し

を 

緑
みどり

にする会
かい

 

旭川市を緑にする会は、昭和４８年に旭川市長の諮問機関であった緑
化促進委員会が、市民ぐるみのまちづくりを目指して設立した「旭川市
みどりの市民会議」を前身とし、昭和５６年に現在の名称へ改称されま
した。 
設立以来、小・中学校や福祉施設などでの植樹、市民植樹会、緑の募金

運動、花や苗木の配布、広報誌の発行や緑の教室による啓発活動などの
事業を継続されました。平成２７年からは、スキー場跡地にエゾヤマザ
クラ等を植樹し、樹木による被覆を図るとともに、桜の名所としての景
観形成につなげています。 
また、平成２５年以降、旭川市の指定保存樹木を見学する「緑の見学

会」、子どもに樹木の大切さを伝える「わくわく樹木講座」などを実施し
ています。 
さらに、イベントにおける樹木の話、葉を使ったスタンプでエコバッ

グを作るワークショップなどを実施し、緑の大切さを広く伝える取り組
みを進めるなど、地域の緑化推進に大きく貢献されています。 
これらの功績は、極めて顕著で高く評価されるものであり、他の模範

とするところであります。 

昭和４８年

１１月設立 
（昭和５６
年４月改

称） 

林業関係 
功労者 

森を守り緑に 
親しむ功労者 

西興部村 
上 興 部
か み お こ っ ぺ

 

林業
りんぎょう

グループ 

上興部林業グループは、同地区の若手農業後継者らが集まり、集団活
動を通じて農林複合経営の研究や林業生産技術・知識の習得に取り組み、
その成果を地域に還元することを基本理念として、昭和４８年に結成さ
れました。 
令和５年には創立５０周年を迎え、この間、約５ｈａの分収林の造成

をはじめ、下刈や除・間伐施業を通じた実践的な森林整備に取り組み、
村有林や一般民有林の健全な育成に大きく貢献されました。また、小・
中学校周辺へのサクラ植樹活動を行うなど、地域の山つくり、緑化環境
整備にも積極的に貢献されています。さらに、村民等が利用する村有林
道において、毎年草刈りや支障木等除去を継続的に実施するほか、昭和
５９年の初開催以来、地域イベント「むら興しまつり」において「きこり
競争」を主催し、来場者に木と触れ合いながら森林や林業への理解を深
める機会を提供するなど、地域社会に大きく貢献されています。 
これらの功績は、極めて顕著で高く評価されるものであり、他の模範

とするところであります。 

昭和４８年
１月設立 

 



 
令和７年度北海道社会貢献賞 ～ 水産林務部関係 

区分 表彰の対象 市町村名 氏名又は団体
ふ り が な

 事  績  の  概  要 備考 

林業関係 
功労者 

森を守り緑に 
親しむ功労者 

大樹町 
大樹
た い き

地区
ち く

特定
とくてい

林家
り ん か

グループ 

大樹地区特定林家グループは、地域林業の円滑な振興と会員相互の技
術交流の促進を目的として、平成１６年に南十勝４町村（大樹町、更別
村、広尾町、忠類村（現：幕別町））の林家によって設立され、各会員が
培ってきた山づくりの知見や、林業・林産業に関する専門的技術を集約・
共有しつつ、地域林業の発展に資する活動を継続的に実施しています。 
会員の技術の向上を図るため、日高管内におけるタワーヤーダ導入事

例の研修に参加するなど、道内の先進地への視察研修を継続的に行い、
その成果を地域の森林所有者に還元することで、技術や知識の継承にも
積極的に取り組まれています。さらに、青少年を対象とした木育活動に
も力を注ぎ、大樹町教育委員会が主催する「大樹っ子（たいきっず）」に
おける枝打ち体験の指導や、大樹町柏林公園まつりでの木工教室の支援
などを通じて、次世代への森林教育の推進、活力ある山づくりや森林資
源の循環利用に大きく貢献されています。 
これらの功績は、極めて顕著で高く評価されるものであり、他の模範

とするところであります。 

平成１６年
１月設立 

 



令和７年度北海道産業貢献賞 ～ 水産林務部関係 
区分 表彰の対象 市町村名 氏名又は団体

ふ り が な

 事  績  の  概  要 備考 

水産業関係
功労者 

水産団体等 
功労者 

（優良水産業協同  
 組合等功労者） 

石狩市 和 田
わ だ

 郁 夫
い く お

 

平成６年に旧浜益漁業協同組合に奉職した後、平成１６年の合併に
より石狩湾漁業協同組合職員となり、豊富な事務経験と職員への指導
力により平成２０年に参事に就任されました。平成２５年には専務理
事に就任し、組合員の生活向上や漁協経営基盤の強化に尽力されまし
た。 
主要漁業であるにしん刺網漁業の資源対策においては、石狩湾ニシ

ン資源栽培漁業振興協議会の運営強化に努め、種苗放流実施に尽力す
るとともに、当該漁業のＭＥＬ認証取得を促進させ、魚価安定に貢献
されました。 
また、海獣による漁業被害が深刻化する中、自ら猟銃免許を取得し

て駆除や追い払いに従事し、漁業被害防止に積極的に取り組むととも
に、小樽地区漁業協同組合専務参事会では会長として卓越した指導力
を発揮して、管内の問題解決に尽力されました。 
これらの功績は高く評価されるものであり、他の模範とするところ

であります。 

６８歳 

水産業関係
功労者 

水産団体等 

功労者 
（優良水産業協同 
 組合等功労者） 

小樽市 嶋
しま

   秀 樹
ひ で き

 

平成２５年に小樽市漁業協同組合が赤字拡大や決算議案否決、役員
総辞職などで混乱する中、組合員から再建を期待され、平成２６年に
代表理事組合長に就任されました。 
漁業者との意思疎通を第一に、卓越した指導力で再建への舵取りを

行い、現在に至るまで漁協運営基盤の強化に大きく貢献されました。 
特に、平成２６年に経営改善に係る１０ケ年中長期計画を策定し、

業績が悪化していたえびかご漁業大型経営体の廃業、内在していた不
良債権及び未計上の引当金の処理を行い、就任から１１年連続で事業
年度の最終損益が黒字となるなど、漁協経営基盤の強化及び組合運営
の健全化に尽力し、浜の発展に努められております。 
これらの功績は、高く評価されるものであり、他の模範とするとこ

ろであります。 

６６歳 

水産業関係

功労者 

水産団体等 
功労者 

（優良水産業協同 
 組合等功労者） 

小樽市 鈴 木
す ず き

 昭 彦
あきひこ

 

昭和５５年に小樽機船漁業協同組合に奉職して以来、優れた指導力
が認められ、令和２年に参事に就任し、豊富な経験と卓越した知識を
もって地域の漁業発展に寄与されました。常に誠実で温厚な姿勢を貫
き、組織の内外を問わず公平かつ丁寧に接し、関係者一同から絶大な
る信頼を集めております。市場においては、卓越したリーダーシップ
を発揮し、魚価対策に尽力されました。平成２７年度の「もうかる漁
業創設支援事業」では、漁獲された魚を荷揚げする容器を従来の木箱
からリサイクルボックス（プラ箱）へ変更し、回収・洗浄を行い繰り
返し使用することで箱単価を抑え、経費削減に貢献されました。また、
「バラ揚げ（直接トラック積み）」から「箱詰め」や「タンク入れ販売」
への移行を主導し、販売における鮮度保持や品質向上により、従来よ
りも高値での取引を実現し、魚価の安定に貢献するなど、漁業者の収
益改善のみならず、消費者への高品質な水産物の安定供給にもつなが
っており、地域はもとより本道水産業の振興、発展に大きく貢献され
ております。 
これらの功績は、高く評価されるものであり、他の模範とするとこ

ろであります。 

６４歳 

水産業関係
功労者 

水産団体等 
功労者 

（優良水産業協同 
 組合等功労者） 

浦河町 小 松
こ ま つ

 伸
のぶ

 美
よ し

 

昭和５２年４月に旧荻伏漁業協同組合に奉職し、長きにわたり業務
に精励し、平成１８年４月に参事に就任、平成２７年６月に専務理事
に就任し、卓越した指導力と行動力により組合員の生活向上や地域漁
業の振興に尽力されました。 
特に、永年の課題であった底曳漁船の組合リース事業に着手し、組

合長の補佐役として、関係各所の折衝に尽力し、その実現に大きく貢
献されました。  
また、令和３年９月に赤潮が発生した際には、国の対策事業が円滑

に実施されるように、自ら漁業者への事業説明に努めるなど被害対策
に尽力されました。 
さらに、令和３・４年度に組合が経営不振に陥った際には、経営改

善の対策に取り組み、令和５年度には経営の安定化を実現するなど組
織の中枢的な役割を果たし、漁業者からの信頼も厚く、漁業経営の安
定化に大きく貢献されました。 
これらの功績は、高く評価されるものであり、他の模範とするとこ

ろであります。 

６７歳 

水産業関係
功労者 

水産団体等 
功労者 

（優良水産業協同 
 組合等功労者） 

浦河町 遠 山
とおやま

   寛
ひろし

 

昭和５７年２月に旧荻伏漁業協同組合に奉職して以来、長きにわた
り業務に精励し、平成２７年４月に参事、令和３年６月に常務理事に
就任し、販売担当理事として指導力と行動力により組合員の生活向上
や地域漁業の振興に尽力されました。 
特に、荻伏支所事務所の建設に際しては、組合長の補佐役として、

関係各所の折衝に尽力し、その実現に大きく貢献されました。 
また、平成２８年に発生した台風によるコンブ干場の流出被害に際

しては、その復旧のために、コンブ干場の整備に取り組み、コンブの
生産の回復と安定に尽力されました。 
さらに令和３・４年度に組合が経営不振に陥った際には、様々な経

営改善対策に取り組み経営改善を図り、令和５年度には経営の安定化
を実現されました。組合経営の安定化のために日々熱心に業務に取り
組み、組織の中枢的な役割を果たすとともに漁業者からの信頼も厚く、
漁業経営の安定化に大きく貢献されました。            
これらの功績は、高く評価されるものであり、他の模範とするとこ

ろであります。 

６４歳 

  



令和７年度北海道産業貢献賞 ～ 水産林務部関係 
区分 表彰の対象 市町村名 氏名又は団体

ふ り が な

 事  績  の  概  要 備考 

 

水産業関係
功労者 

水産団体等 
功労者 

（優良水産業協同 
  組合等功労者） 

浦河町 南 條
なんじょう

 珠
しゅ

 一
い ち

 

平成２５年６月に員外監事に就任し、卓越した指導力と行動力によ
り組合員の生活向上や地域漁業の振興に尽力されました。 
特に、年２回、組合の経営安定を目的として独自に実施している役

職員を対象とした講習会では、行政の経験を活かして講師を務め、組
合経営の安定化に尽力されました。 
また、令和３・４年度に組合の経営が不振に陥った際には、その改

善策として信用共済部門の統合及びＡＴＭの導入により支所窓口を廃
止するなどの経費削減に向けた事業見直しを指導助言し、令和５年度
の経営の安定化に寄与されました。さらに組合経営の安定化のために
法令、法令に基づく行政庁の処分、定款及び総会の決議等を遵守し、
日々熱心に業務に取り組み、組織の中枢的な役割を果たす貴重な人材
の一人であり、また、漁業者からも信頼が厚く、漁業経営の安定化に
大いに尽力されました。 
これらの功績は、高く評価されるものであり、他の模範とするとこ

ろであります。 

７７歳 

水産業関係
功労者 

水産団体等 
功労者 

（優良水産業協同 
 組合等功労者） 

知内町 西 山
にしやま

 武 雄
たけお

 

平成４年５月に旧知内町漁業協同組合の組合員に加入以降、３０年
以上にわたり、主にかき、わかめ養殖漁業に従事し、漁協青年部活動
を経る中で、温厚誠実な人柄と卓越した指導力から、旧知内町漁業協
同組合の理事を務め、指導者として漁協の経営基盤安定に尽力されま
した。また、漁協合併後は代表監事に就任し、副組合長理事並びに代
表理事組合長を歴任し、これまで培った豊富な知識と経験を活かし、
組合経営の基盤強化、漁業経営の安定を図るため、日々尽力されてい
ます。さらに道内各地域で開始されているトラウトサーモン海面養殖
に一早く着眼し、道内一の規模での外海養殖を試験的に開始するなど、
強いリーダーシップにより新たな地域漁業の振興に寄与されていま
す。現在は、一般社団法人渡島管内さけ・ます増殖事業協会の会長を
務め、漁業生産が減少する秋さけ漁業において、管内調整などにも尽
力し、水産業の振興に大きく貢献されております。 
これらの功績は、高く評価されるものであり、他の模範とするとこ

ろであります。 

６６歳 

水産業関係
功労者 

水産団体等 

功労者 
（優良水産業協同 
 組合等功労者） 

北斗市 品 田
し な だ

   靖
やすし

 

昭和５８年４月に旧上磯町漁業協同組合の組合員に加入以降、４０
年以上の長きにわたり在籍し、主にさけ・いわし定置網漁業などに従
事する傍ら、平成６年４月に監事に就任以降、代表監事並びに理事を
経て令和元年６月に副組合長理事に就任し、組合事業の運営に尽力さ
れました。令和２年５月に北斗市水産振興対策協議会副会長に就任し、
水産資源の有効活用や漁業経営の安定化、後継者の確保、育成など、
漁業が直面する諸問題の解決に向けて指導的役割を担い、地域の水産
業の振興・発展に貢献されました。 
また、令和３年４月に開始された、水産多面的機能発揮対策事業の

上磯地区における、北斗市アサリ漁場・ホッキ貝環境・第 1 水域監視
活動組織の各々の代表として、漁場の耕耘や生息環境の改善、資源保
護を図るための地域漁業の漁獲努力と海域監視に尽力されました。さ
らに、平成２７年６月に渡島定置漁業協会の監事に就任してから退任
するまでの１０年間、来遊不振が続く秋さけ漁業の採卵用親魚の確保
に向けて、リーダーシップを発揮し、地元漁業者と協議や調整などを
行った手腕は強く支持されているところです。  
これらの功績は、高く評価されるものであり、他の模範とするとこ

ろであります。 

７３歳 

水産業関係
功労者 

水産団体等 
功労者 

（優良水産業協同 
 組合等功労者） 

函館市 瀧 川
たきかわ

 久 市
ひさいち

 

昭和５０年４月に函館市漁業協同組合の組合員に加入以降、５０年
以上の長きにわたり、地域の漁業振興に努められ、その間の実直な取
組により人望を集め、平成２５年６月に同組合の理事に就任、その指
導力を買われ平成２８年６月に代表理事組合長に就任し、これまで培
った豊富な知識と経験を活かし、健全な漁業経営に尽力し、安定的な
組合経営に努められております。 
また、令和３年から渡島函館沿岸漁業の振興と漁業経営の安定並び

に地域の活性化を図るため、トラウトサーモン海面養殖の事業化に向
けた実証試験に尽力し、函館市の新たな水産資源を積極的に創出され
ております。 
これらの功績は、高く評価されるものであり、他の模範とするとこ

ろであります。 

６８歳 

水産業関係
功労者 

水産団体等 

功労者 
（優良水産業協同 
 組合等功労者） 

小平町 山 田
や ま だ

   徹
とおる

 

昭和４０年に漁業に従事して以来、平成１８年６月に新星マリン漁
業協同組合理事、平成２６年３月に代表理事組合長に就任し、平成  
２９年には後世の組合員が健全な組合運営のできる姿の構築に向け
て、事務所の整備、遊休及び老朽施設の処分、賃貸・共同利用施設の
管理責任の明確化など、将来重荷となる資産を整理するとともに、安
定した漁業経営に向けた水産振興等を網羅した中期５カ年経営計画を
策定し、令和３年３月に退任するまで、組合員の経済的、社会的地位
の向上に寄与し、組合経営者として漁協経営基盤の強化に尽力されま
した。  
令和２年臼谷地区に本所事務所兼鮮度保持施設を新築し、本所を留

萌市から小平町へ移転し、老朽化に伴う留萌市場の大規模改修を行う
など、整備された施設を活用し、組合員の利便性の向上、水揚げの増
加に大きく貢献されました。 
これらの功績は、高く評価されるものであり、他の模範とするとこ

ろであります。 

７４歳 

  



令和７年度北海道産業貢献賞 ～ 水産林務部関係 
区分 表彰の対象 市町村名 氏名又は団体

ふ り が な

 事  績  の  概  要 備考 

水産業関係
功労者 

水産団体等 
功労者 

（優良水産業協同 
  組合等功労者） 

小平町 布 施
ふ せ

 利 彦
としひこ

 

昭和５８年に旧小平漁業協同組合に奉職して以来、信用共済課長、
総務指導課長などを経て平成２７年３月に専務理事に就任し、資源管
理及び漁業経営に関する豊富な知識と経験を活かし、的確な判断力と
優れた指導力を発揮されています。平成２９年に、事務所の整備、遊
休及び老朽施設の処分、賃貸・共同利用施設の管理責任の明確化など、
将来重荷となる資産を整理するとともに、安定した漁業経営に向けた
水産振興等を網羅した中期５カ年経営計画の策定に尽力されました。
また、販売手数料の見直しの必要性を組合員に説明し、組合役員とし
て漁協経営基盤の強化に尽力されています。  
また、令和２年臼谷地区に本所事務所兼鮮度保持施設を新築し、本

所を留萌市から小平町へ移転し、老朽化に伴う留萌市場の大規模改修
を行うなど、整備された施設を活用し、組合員の利便性の向上、水揚
げの増加に大きく貢献されております。 
これらの功績は、高く評価されるものであり、他の模範とするとこ

ろであります。 

６３歳 

水産業関係
功労者 

水産団体等 
功労者 

（優良水産業協同 
 組合等功労者） 

斜里町 蠣 崎
かきざき

   優
まさる

 

昭和４９年４月に北海道信用漁業協同組合連合会に奉職して以来、
平成８年に審査指導部部長代理に就任し、漁協への信用事業の業務に
携わり、組合員への融資・貸付事務に尽力されました。以来、豊富な
知識と経験から平成１５年に留萌支店長、平成１７年に北見支店長を
歴任し、平成２０年４月に参事兼総務部長に就任されました。さらに
平成２７年４月に同連合会を退職した後、平成２７年６月にウトロ漁
業協同組合の専務理事に就任し、温厚誠実で高い見識と冷静な判断力
により組合の発展に努め、漁業経営や今後の協業化へ向けての良き相
談役としてウトロ地域の発展に大いに尽力されました。 
また、組合員はもとより地域社会においても斜里町交通安全協会の

副会長、海上保安協会網走支部の幹事や北海道海面利用協議会の委員
に就任するなど、地域社会への貢献も大きく認められるところであり
ます。 
これらの功績は、高く評価されるものであり、他の模範とするとこ

ろであります。 

７０歳 

水産業関係
功労者 

水産団体等 

功労者 
（優良水産業協同 
 組合等功労者） 

雄武町 稲 船
いなふね

 敏 一
としかず

 

広尾、知内町、西島牧の漁業協同組合での奉職を経て、平成８年か
ら雄武漁業協同組合に奉職し、長きにわたる豊富な経験を活かし、組
合員への営漁指導を実践し、信用業務の幅広い推進を手掛け、貯蓄等
の伸長に大きく貢献し、平成１６年からは、誠実な人柄と優れた指導
力が認められ専務理事に就任されました。 
平成１６年１月、オホーツク海を襲った大型低気圧の影響で、雄武

海域の３海区に放流したホタテ貝が甚大な被害を受けたことで、「災害
に強い漁場づくり事業」に着手し、中間育成施設の沖側への移動とい
う類例を見ない、放流漁場再編成の指揮に尽力されました。永年の経
験を活かした迅速かつ適切な判断、卓越した指導力と確実な実行力は、
ホタテ事業をはじめとする組合事業の運営、経営基盤強化や効率的な
事業運営体制の礎となっております。 
これらの功績は、高く評価されるものであり、他の模範とするとこ

ろであります。 

７７歳 

水産業関係

功労者 

水産団体等 
功労者 

（優良水産業協同 
組合等功労者） 

豊頃町 中 村
なかむら

 純 也
じゅんや

 

昭和６３年大津漁業協同組合の組合員に加入以来、長きにわたり漁
業に従事されています。平成２１年から同漁業協同組合の理事に就任
して以来、組合運営に携わり、平成２８年から代表理事組合長として、
組合員の負託に応えると共に、漁協経営の基盤強化、各種漁業の発展
に尽力されています。 
また、平成２８年に十勝釧路管内さけ・ます増殖事業協会の理事に

就任し、太宗漁業であるさけ増殖事業を支えるとともに、平成３１年
に十勝漁港漁場利用検討協議会の会長に就任し、国との協議により防
災・減災対策としての船揚場の嵩上げ整備や衛生管理対策としての屋
根施設整備等を実現したほか、漁船の上架資材の保管施設整備を進め、
組合員の漁業経営の安定のために邁進されています。 
これらの功績は、高く評価されるものであり、他の模範とするとこ

ろであります。 

５７歳 

水産業関係
功労者 

水産団体等 

功労者 
（優良水産業協同 
組合等功労者） 

厚岸町 稲 垣
いながき

 敏
とし

 晃
あ き

 

昭和５３年に厚岸漁業協同組合に奉職して以来、組合業務に誠実に
携わり、販購買部長、製氷冷凍工場長を歴任し、平成２３年からは参
事として漁協の経営基盤強化に尽力されました。 
長年、製氷冷凍事業の工場長として、目まぐるしく変わる漁業情勢

や、消費地の動向を敏感に捉え、時代に合わせた水産物の消費拡大に
手腕を発揮されました。特に、道東の主力魚種であるサンマの流通に
おいては、従来の冷凍・塩蔵処理加工から刺身商材向けの生鮮出荷へ
転換するなど、現在のサンマ流通の先駆けとして取り組み、地域の産
業振興に対しても大きく貢献されました。 
これらの功績は、高く評価されるものであり、他の模範とするとこ

ろであります。 

６６歳 

 

 

 



令和７年度北海道産業貢献賞 ～ 水産林務部関係 
区分 表彰の対象 市町村名 氏名又は団体

ふ り が な

 事  績  の  概  要 備考 

水産業関係

功労者 

水産団体等 
功労者 

（優良水産業協同 
 組合等功労者） 

厚岸町 安 藤
あんどう

 義 秀
よしひで

 

昭和５８年に厚岸漁業協同組合に奉職して以来、組合業務に誠実に
携わり、信用部、財務部、総務部の部長を歴任、平成２４年に参事に
就任し、豊富な経験に培われた見識により、組合員の負託に応えると
ともに、漁協経営の基盤強化に尽力されました。 
さらに平成２４年から直売店長を兼務し、厚岸海産物の消費拡大に

向け、インターネット販売や消費地における販促活動にも積極的に取
り組み、厚岸ブランドの知名度向上に尽力されました。 
また、地元の高校とタイアップし、未利用魚を活用した新商品の開

発や、ふるさと納税の返礼品として取り扱うことで、多くの方へ活動
を発信するなど、地域の教育活動にも貢献されました。 
これらの功績は、高く評価されるものであり、他の模範とするとこ

ろであります。 

６４歳 

水産業関係
功労者 

水産団体等 
功労者 

（水産業等功労者） 
様似町 伊 藤

い と う

   栄
さかえ

 

平成８年から漁業に従事する傍ら、平成１６年に北海道青年漁業士、
平成２８年には北海道指導漁業士に認定、令和７年には日高管内漁業
士会副会長に就任し、若い漁業者の育成・指導に積極的に取り組む姿
勢は、管内漁業者の模範となりました。 
特に魚食普及に力を入れられており、各種イベントに主催者として

自ら店頭に立ち、水産物・水産加工品のＰＲ販売を行ったほか、食育
活動の一環として日高の水産物を給食で提供するためのメニューの試
作に携わるなど、様々な活動に積極的に取り組まれました。管内の小
学校においては、日高地域の主要漁業であるこんぶ漁業や、たこ漁業
をテーマとした出前授業で講師を務めたほか、子どもたちが生きた水
産物に触れる授業である「ミニ水族館」の運営に携わり、水産業の理
解を促進するなど日高管内の水産業・漁村の発展に大きく貢献されま
した。 
これらの功績は、高く評価されるものであり、他の模範とするとこ

ろであります。 

５４歳 

水産業関係 
功労者 

水産団体等 
功労者 

（水産業等功労者） 
佐呂間町 住 吉

すみよし

 俊 文
としふみ

 

平成３年からほたて漁業に従事し、現在までの長きにわたり、ホタ
テ資源の保護に積極的に取り組む傍ら、佐呂間漁業協同組合では監事、
理事を歴任し、漁協経営や組合員の経営健全化に向けた営漁指導に取
り組まれるなど、将来を見据えた漁業の発展、浜の活性化、人づくり
に的確な指導力を発揮され、地域に大きく貢献されました。平成１５
年に北海道青年漁業士、平成２０年に北海道指導漁業士の認定を受け、
その温厚な人柄で漁村青少年の指導的役割にも力を注がれており、オ
ホーツク管内の漁業者から厚い信頼を得ています。平成２３年からは
オホーツク管内漁業士会の会長を務め、毎年夏季に外部講師を呼び研
修会を主催するなど、活動を通じて得た知識や経験、情報を地域の漁
業者と共有することに注力され、平成２８年からは北海道漁業士会会
長に就任し、オホーツク管内のみならず北海道全体の水産業の課題解
決に尽力するため、全道や道外の漁業士会と積極的に情報交換ができ
る土台づくりに取り組み、北海道漁業士会の礎を築かれました。 
これらの功績は、高く評価されるものであり、他の模範とするとこ

ろであります。 

５６歳 

水産業関係 

功労者 

水産団体等 
功労者 

（海区漁業調整 
  委員等功労者） 

えりも町 佐 藤
さ と う

   勝
まさる

 

平成２４年８月から日高海区漁業調整委員会の委員に就任して以
来、今日に至るまで通算１２年以上の長きにわたり漁業者委員として
在籍し、海面の総合的な利用調整に尽力されました。 
特に第８次共同漁業権及び第１５次定置漁業権切替では漁業権切替

小委員会で委員長に就任し、漁業の現場に精通した識見と日高定置漁
業者組合長などの幅広い職務経験より培った指導力をもって漁場計画
案の検討や漁業調整に取り組まれるなど、海区漁業調整委員会の遂行
と運営に尽力され、地域漁業の振興と発展に多大な貢献をされました。 
これらの功績は顕著であり、高く評価されるところであります。 

６９歳 

  



令和７年度北海道産業貢献賞 ～ 水産林務部関係 
区分 表彰の対象 市町村名 氏名又は団体

ふ り が な

 事  績  の  概  要 備考 

林業関係 
功労者 

森林づくり 
功労者 

京極町 有 末
ありすえ

 道 弘
みちひろ

 

昭和４８年から農業に従事する傍ら山林の保育管理を学び、所有林
の経営を意欲的に行い、平成２６年に北海道指導林家に認定されてい
ます。 
平成１９年からようてい森林組合の理事、平成２３年から副組合長

を経て、平成３１年に代表理事組合長として就任し、１８年にわたり
組合員の森林の施業・経営、並びに後志管内最大の製材工場の維持・
増進に尽力され、後志地区の林業振興に寄与されています。 
平成２２年から森林認証の取得に取り組むなど組合の決定に大きく

関与し、また、「ようていカラマツ」ブランドの普及に尽力されるなど、
森林資源の循環利用に貢献されています。 
令和３年からは、北海道森林組合連合会代表理事会長に就任され、

全道の森林組合の経済的社会的地位の向上に努めるなど、本道の林業・
林産業の発展に貢献された功績は誠に顕著であります。 

７０歳 

林業関係 
功労者 

森林づくり 
功労者 

平取町 佐 々
さ さ

 憲 一
けんいち

 

昭和４８年から養鱒業に従事し、父親から相続したトドマツ、カラ
マツ人工林及び環境保全の目的で購入した天然林を適正かつ計画的に
整備し、積極的に資源の循環利用を図っています。 
また、沙流川森林組合代表監事として長く要職を務め、森林組合の

健全な経営や発展に尽力されました。 
地域住民や小学生等を対象に林業教室を開催し森林づくりの大切さ

を伝えるほか、道が実施するコンテナ苗木のモデル植栽に所有林を提
供し調査・検証に協力するなど、地域林業の振興に貢献されています。 
平成２９年に北海道指導林家に認定され、近年は、指導林家を対象

とした研修会にも積極的に参加し、新たな林業知識、技術の習得に努
めるほか、適齢期を迎えたカラマツ林を主伐、搬出し、再造林するな
ど、計画的かつ積極的に資源の循環利用に貢献するとともに、天然林
から、特用林産の原料等を供給するなど、地域の林業・林産業の発展
に貢献された功績は誠に顕著であります。 

７８歳 

林業関係 

功労者 

森林づくり 

功労者 
北斗市 月 館

つきだて

 久 治
ひさはる

 

平成１４年からはこだて広域森林組合の理事に就任し、令和２年か
らは代表理事組合長を務められ、森林経営計画の作成及び実行管理に
積極的に取り組み、効率的な素材生産に努めるとともに、林産事業と
併せて再造林事業を推進し、「切って、利用して、植えて、育てる」と
いう理想の森林管理の実現に向けて、スギを中心とした安定的な森林
資源の確保に尽力され、渡島地区の林業・林産業の振興に大きく寄与
されてきました。 
また、担い手の育成や雇用環境の整備に積極的に取り組まれるとと

もに、組合の経営基盤の強化と経営の安定化を図り、さらには、基盤
体制のさらなる強化と積極的な事業展開を可能とするため、渡島地区
の森林組合との合併に向けた協議にも尽力されております。 
このほか、渡島地区森林組合振興会、はこだて森林認証推進協議会、

渡島森と緑の会及び北斗市有林野整備審議委員会の会長に就任するな
ど、地域の森林・林業・林産業の発展に貢献された功績は誠に顕著で
あります。 

７０歳 

林業関係 
功労者 

森林づくり 
功労者 

旭川市 竹 内
たけうち

 一 秋
かずあき

 

昭和６３年に有限会社竹内山林緑化農園に入社され、平成１１年に
代表取締役社長、令和２年に代表取締役会長に就任し、３７年の長き
にわたり一貫して山林種苗の生産事業に従事されてきました。 
また、優良山行苗木の安定供給に務めるため、最新式のグリーンハ

ウスを建設するなど事業発展に取り組むとともに、北海道立北の森づ
くり専門学院の実習受入や卒業生を雇用し、林業担い手の育成・確保
に努められています。 
全国山林苗畑品評会においては、有限会社竹内山林緑化農園として

農林水産大臣賞を４度受賞し、さらには農林水産業の発展に貢献した
として、伊勢神宮より農事関係功労者顕彰を受賞されるなど、林業の
発展に大きく貢献されました。 
さらに、北海道山林種苗協同組合理事長、北海道林業協会理事など、

林業関係団体の要職を歴任され、業界の指導的役割を果たされるなど、
本道の林業の発展に貢献された功績は誠に顕著であります。 

６０歳 

林業関係 
功労者 

森林づくり 
功労者 

小平町 落 田
お ち だ

 勝 幸
かつゆき

 

昭和３９年から薪炭業に従事し、自家労力による農林複合経営を実
践しつつ、先代から受け継いだ木炭生産に６０年余り取り組み、良質
な「小平木炭」を製造されてきました。木炭の原木に間伐材等を使用
するなど、地域材の有効活用と高品質を両立させており、その品質は
全道の販売先から高い評価を受け、平成２６年には公益社団法人 国
土緑化推進機構より「森の名手・名人」に認定されています。 
また、北海道指導林家や地域林業グループの中核として活動し、そ

の功績により平成２８年に「全国林業経営推奨行事 林野庁長官賞」を
受賞されています。 
令和２年からは留萌南部市町村森林整備計画実行管理チームの中心

的役割を担い、森林経営管理制度や森林環境譲与税の活用を推進する
とともに、北海道立北の森づくり専門学院生の指導を通じて後継者育
成に尽力するほか、各方面からの炭焼き行程の視察・見学にも積極的
に対応し、木質バイオマスとしての木炭利用の普及啓発・振興にも寄
与されるなど、留萌管内はもとより道内林業・林産業の発展に貢献さ
れた功績は誠に顕著であります。 

８７歳 

  



令和７年度北海道産業貢献賞 ～ 水産林務部関係 
区分 表彰の対象 市町村名 氏名又は団体

ふ り が な

 事  績  の  概  要 備考 

林業関係 

功労者 

森林づくり 

功労者 
訓子府町 越 高

こしたか

 春 男
は る お

 

酪農業に従事する傍ら、森林組合の作業員を経て森林経営を開始し、
現在では約８４ｈａの森林を所有しています。針広混交林に近い山を
目指して、植栽から伐採まで全て自ら行い、林業機械の使用を必要最
小限とし残存木を傷つけないよう択伐施業を行うことで、森林の公益
的機能を発揮させ、持続可能な山づくりを可能とする森林整備を行う
など、地域の森林資源の保続、有効利用に寄与されています。 
平成１５年度には北海道指導林家に認定され、研修会では所有林を

研修の場として提供し、自身の森林施業を伝えるとともに、参加者の
相談に乗るなど、町内のみならず地域で厚い信頼を得られています。 
また、平成２７年から訓子府町有林経営審議会委員を委嘱され、町

有林の森林施業の助言を行うなど、地域の模範となる森林づくりを実
践されています。   
令和５年には、試験研究機関が取り組む試験研究に対し、必要な林

齢、径級のアカエゾマツを提供し、課題の解決に貢献するなど地域の
林業、林産業及び木材産業の発展に貢献された功績は誠に顕著であり
ます。 

７９歳 

林業関係 
功労者 

森林づくり 
功労者 

帯広市 伊 賀
い が

   正
ただし

 

平成５年５月に家業の木材加工業を行う中島木材商事株式会社に入
社し、平成９年５月に部長、平成２２年２月に代表取締役社長を経て、
平成２８年６月に道東プレカット協同組合の代表理事に就任されまし
た。 
さらに、令和３年３月に十勝製材移出協同組合の代表理事にも就任

され、製材から最終加工まで一貫作業で建築材を現場まで配送できる
供給体制を整えるとともに、森林管理局や団体などに協力し、トドマ
ツ材の素材生産時の品質管理・改善に取り組むなど、３０年余りの長
きにわたり、林産業の経営に専念されております。 
また、十勝・釧路・根室を活動地域とする東北海道木材協会副会長

や、林業・木材製造業労働災害防止協会北海道支部帯広分会理事など
関係団体の要職を歴任され、労働災害の防止に向けて安全パトロール
や労働環境の改善に情熱を持って取り組み、業界の指導的役割を果た
されるなど、本道の林業・林産業の発展に貢献された功績は誠に顕著
であります。 

６６歳 

林業関係 
功労者 

森林づくり 
功労者 

音更町 山 本
やまもと

 良 二
りょうじ

 

昭和４３年から家業の酪農業を経営する一方で、平成１２年１２月
から音更町森林組合の組合員となり所有山林で林業経営を行っていま
す。 
平成１５年６月に同森林組合監事、平成２１年６月に十勝大雪森林

組合副組合長を経て、平成２３年６月には同森林組合代表理事組合長
に就任され、森林組合役員として、音更町、士幌町及び上士幌町はも
とより地域における民有林の林業、林産業及び木材産業の振興に２０
年余りの長きにわたり大きく寄与されました。 
また、平成２７年に北海道森林組合振興協議会会長やとかち森林認

証協議会会長などの要職を歴任され、森林組合の振興に寄与されると
ともに、とかち森林認証協議会会長就任中の令和元年に新築した森林
組合の事務所は、国内初の建築構造の主要部分をすべて認証材とした
木造建築であり、道内初のＳＧＥＣのプロジェクト認証を取得した建
築物となるなど、森林資源の循環利用にも取り組まれており、本道の
林業、林産業及び木材産業の発展に貢献された功績は誠に顕著であり
ます。 

７７歳 

林業関係 

功労者 

森林づくり 

功労者 
鶴居村 伊 藤

い と う

 順 一
じゅんいち

 

家業である酪農業に従事する傍ら、自宅周辺の伐採跡地や離農によ
る耕作放棄地を積極的に購入し植栽を行う等、林業経営規模の拡大を
図り、現在は、１９４ｈａの山林を所有しています。 
酪農業での木材（おが粉）の利用を進めるため、小径間伐材は地元

森林組合に販売し、おが粉として利用され、また、自社の牛舎建設で
は、カラマツ集成材を梁等に使用するなど地材地消に寄与されていま
す。 
平成２０年には、北海道指導林家に認定され、地域の森林所有者に

対し森林・林業に関する知識や技術の普及等を行っています。 
さらに、地元林業グループの会長、森林組合の理事を長きにわたり

歴任され、地域林業の振興に寄与されるとともに、令和５年の北海道
林業グループ連絡協議会副会長就任時には、各林業グループの会員の
確保等を課題と感じ、課題解決に向け先進地視察等の取組を行うほか、
これら取組を全道の研修会等において普及させるなど、本道の森林・
林業の発展に貢献された功績は誠に顕著であります。 

７４歳 

林業関係 
功労者 

森林づくり 
功労者 

中標津町 伊 藤
い と う

 喜美雄
き み お

 

昭和４８年に製紙会社に勤務された後、昭和６０年に横内林業株式
会社に入社し、平成２１年より代表取締役社長に就任され、カラマツ
の梱包材・パレット材の製造及び素材生産を行い、地域の林業・木材
産業の発展に尽力されてきました。 
製材工場の原木調達に当たっては、釧路・根室地域の厳しい自然環

境で成長した地元材を使用し、地域の森林資源の有効活用に取り組ま
れました。 
また、平成２０年から林業・木材製造業労働災害防止協会北海道支

部釧路分会の理事に就任され、林業現場と製材工場の労働環境の改善
に努め、道振興局の安全パトロールに協力するなど、林業・木材製造
業の労働災害の防止に取り組まれました。 
このほか、東北海道木材協会副会長、一般社団法人釧路地方林業会

理事などを歴任され、業界の指導的役割を果たされるなど、地域の林
業・木材産業の発展のため貢献された功績は誠に顕著であります。 

７０歳 

    


